


★ 元気に遊んでいるとき
★ ごはんを　食べているとき
★ つかれたら　ゆっくりと　休めるとき
★ 知りたいことを　教えてもらっているとき

たじみしの　子どもたち　みんなが
　　　　　　　　　　　　　　　です。
“けんり”って　言葉　は　むずかしいね。
では、みんなが　楽しいなって　思うときを
考えてみよう。
たとえば・・・
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たじみしの　子どもたち　みんなが
    　　　　　　　　　　　　　　　　です。
まだ“けんり”って　言葉　は　むずかしいね。  
では、みんなが　じぶんを　大切にしたいなって
思うときを　考えてみよう。
たとえば・・・

★ けがをしたとき
★ びょうきのとき
★ かなしいとき
★ すてきな考えを　思いついたとき
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たじみしの　子どもたち
　　　　　　　　　　　　　　　　です。
まだまだ“けんり”って　言葉は　むずかしいね。
では、みんなと　なかよく　できているときを
考えてみよう。
たとえば・・・

★ ごはんを　なかよく　食べているとき
★ 友だちと　遊んでいるとき
★ こまっている子や　いじめられている子を
　 助けているとき
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その①、その②、その③で

みんなが　考えたことを　大切にすること

それが　　　　　　　　です。

子どものけんりは　だれもが　生まれたときから

もっています。

たじみしは　子どもとおとなが　力を合わせて

子どものけんりを　守っていくことを　やくそくをしました。

このやくそくを　

　　　　　　　　　　　　　　　　　といいます。

たじみしの　子どもたちを　守るやくそくが

あることを　おぼえておいてね。
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おうちのひとじゃないけど、
たじみしの  子どもの声を  聞いてくれるところが  あるよ

こ こえ き

「たじみし　子どもの　けんりじょうれい」は
子どもたちの「いのち」を　みんなで　大切に守り　
子どもたちが　安心して　自分らしく　いきいきと　生活するために
たじみしが作った　「やくそく」です。
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※「たじみし 子どもの けんり じょうれい」は、正式には、「多治見市子どもの権利に関する
　 条例」といいます。
　「多治見市子どもの権利に関する条例」は多治見市ホームページでご覧いただけます。

ひる1時～よる7時

ひる12時～よる6時

2019年1月発行 2021年10月改訂
環境にやさしい古紙100％の再生紙と大豆油インキを使用しています。
このリーフレットは65,120円の費用で4,000部作成しました。　　　　　
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